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2023 年度 第 1 回 6 月 

九大本番レベル模試 
日本史・採点基準 

単答問題部分 

◆単答問題・共通の原則◆ 
① 漢字で書くべき用語（語句）のひらがな表記には得点を与えない。 

また，ひらがなで書くべき用語（語句）の漢字・カタカナ表記，カタカナで書くべき用語（語句）の漢字・ひらが

な表記にも得点を与えない。漢数字を含む用語（語句）について算用数字をもちいた表記にも得点を与えない。 

② 判読しにくい文字についてはできるかぎり善意に解釈して採点する。 

③ 部分点は設けない。 

④ 「漢字○字で」と指示した設問に対して『』を加えて字数を一致させた答案を示した場合，『』は漢字ではないなど

の理由から不正解とする。 

  事例） 「漢字５字で」…   ○建武年間記  ×『建武記』 
 

〔１〕原始・古代の装身具，桓武天皇（２点×６＝12点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 

〔２〕院政・鎌倉期における京都の治安維持（２点×６＝12点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 

〔３〕近世の磁器，相撲（２点×７＝14点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。  

〔４〕山川菊栄の「婦人と職業問題」（２点×６＝12点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 
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論述問題部分 

◆論述問題・共通の基準◆ 
１．採点基準においては加点要素を，３点のものは太字・アミカケ☐☐で，２点のものは二重線□□で，１点のものは下

線□□で，それぞれ示している。採点に際しては常に前後の文脈に留意する（◎で示した事項，< >内に示した事項

に内容が反していないかを確認する）。例外的対応などについては※で示してある。 
２．加点要素に直接関係している歴史用語等（太字で表示）について，①誤字・略字を含む表記，②漢字で記すべき語句

のひらがな・カタカナ表記，③漢数字を含む語句への算用数字をもちいた表記は，原則として当該加点要素の配点か

ら漢字1文字分につき１点減点とするが，同一語句・文字がくりかえし不適正な形で表記されている場合は，それぞ

れを減点の対象とするのではなく，まとめて１点減点とする。④脱字，当て字のある歴史用語等の表記は，非加点と

する。 

３．制限字数を超過した答案については，模試という性質を考慮して対処する。 

◆採点基準上の記号◆ 
１．◎   …前提条件       （例）「◎アメリカ」 

                               「a 第一次世界大戦に参戦した」 

                               →答案例「イギリスは第一次世界大戦に参戦した」 

                                       ◎の内容と整合性がないため非加点 

※◎の内容は答案構成において明白にされていれば必ずしも記されていなくても良い 

２. <    >…前提条件       （例）「a <首相の>浜口雄幸」 

                               →答案例「浜口雄幸蔵相」 

                                       <    >の内容と整合性がないため非加点 

※<    >の内容は答案構成において明白にされていれば必ずしも記されていなくても良い 

３．〔    〕…別表現       （例）「a 益田〔天草四郎〕時貞」→「益田時貞」と「天草四郎時貞」 

４．（    ）…省略可能箇所 （例）「a 遙任(国司）」          →「遙任」と「遙任国司」 

 

〔１〕原始・古代の装身具，桓武天皇 

問２ 
◆加点要素の合計４点→４点満点◆ 
◎ひすい 

a Ⅰの姫川を産地とした ………２点以内 

b Ⅱの範囲内を消費地とした ………１点以内 

c 交易の対象だった ………１点以内 

問７ 
◆加点要素の合計９点→９点満点◆ 
◎養老七年の格 

a 三世一身法 ………１点以内 

◎天平十五年の格 

b 墾田永年私財法 ………１点以内 

c  <貴族・寺院・地方豪族の>私有地の拡大を進行させた ………１点以内 

◎「史料の政策」 

d 称徳天皇・道鏡のもとでとられた ………２点以内 

e 加墾を禁止した ………１点以内 

f 寺院を対象外とした ………１点以内 

g 農民による小規模な開墾を対象外とした ………２点以内 
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〔２〕院政・鎌倉期における京都の治安維持 

問３  
◆加点要素の合計９点→９点満点◆ 
◎源頼朝への建議 

a 源義経が反逆した事態をうけてのもの ………１点以内 

b 後白河法皇による源頼朝追討の命令が出された事態をうけてのもの ………１点以内 

c 大江広元による ………３点以内 

d 反逆者は源頼朝の根拠地である東海道以外の地で秩序を乱すととなえた ………１点以内 

e 反逆のたびに東国武士を派遣するのは人々の重荷や国費の無駄になるとした ………１点以内 

f 守護・地頭の設置を建議した ………２点以内 

問６  
◆加点要素の合計４点→４点満点◆ 
◎後鳥羽上皇 

a 承久の乱に敗れて隠岐に配流された ………２点以内 

◎京都 

b 六波羅探題によって朝廷が幕府の監視下におかれた ………２点以内 

〔３〕近世の磁器，相撲 

問１  
◆加点要素の合計７点→７点満点◆ 
◎対外戦争と磁器の生産 

a 豊臣秀吉が名護屋を拠点として朝鮮侵略を行った ………３点以内 

b 茶を好む大名が朝鮮人の陶工を連行した ………３点以内 

c <対外戦争を経て>有田(焼)などで磁器が生産されるようになった ………１点以内 

問５ 

◆加点要素の合計４点→４点満点◆ 
◎17世紀末の貨幣政策 

a 荻原重秀が建議した ………１点以内 

b 慶長小判を元禄小判に改めた ………２点以内 

※「慶長金銀を元禄金銀に改めた」は非加点 

c 貨幣の金の含有量を減らした ………１点以内 

※貨幣の金銀の含有量を減らした」は非加点 

〔４〕山川菊栄の「婦人と職業問題」 

問３  

◆加点要素の合計６点→６点満点◆ 
◎明治初期 

a 富岡製糸場の女工の多くは士族の子女だった ………３点以内 

◎産業革命期 

b 松方財政を経た時期の女工の多くは小作農家の子女だった ………３点以内 

問６  
◆加点要素の合計３点→３点満点◆ 
◎日清戦争前後の時期の製糸業 

a 器械製糸が座繰製糸を生産量で上回った ………３点以内 

問９ 

◆加点要素の合計４点→４点満点◆ 
◎山川菊栄 

a 伊藤野枝とともに行動した ………１点以内 

b 赤瀾会を結成した ………２点以内 

c 社会主義の立場だった ………１点以内 


